
私たちは「夢」と「暮らし」を
繋ぐコーディネーターです

〒693-0006 出雲市白枝町607-6
Tel：0853-22-8140 Fax：0853-22-8064
 https://www.stic.co.jp

正解の方（抽選3名）に粗品をプレゼント！
ご応募お待ちしております

10月号の正解は【きあい】でした！
文章にあった指示にしたがって読むと
「て」の前の文字 あ・い
最後に、気を付けて～！とかいてあったので、
必要な文字は「あ・い・き」です。
並び変えて「き・あ・い」となります。
わかりました？

ご応募、ありがとうございました。

【応募方法】

FAX ：0853-22-8064  日下まで

メール：kusaka_hitomi＠stic.co.jp
    締切 ：2026年12月15日まで

今月のクイズはこちらになります！
お楽しみください！

お気軽にご相談ください！
私たちが全力でトータル
サポートいたします！

※応募者の連絡先情報は、当選した
方への賞品発送の為に利用致します
応募者の同意なしに第三者へ提供す
ることはありません

参照：https://hisasuke.com/hikkake-quiz/

家に帰ると
父からの手紙がありました。

さて、どういう意味でしょう？

Y＝D×D



さんまの竜田揚げおろしソース

ご注文・お問合せお待ちしております。

そのExcel、まだ「セルの結合」で消耗してませんか？

【材料】２人分

表の見出しを真ん中に寄せたくて ついつい「セルの結合」を使っていませんか？
実はこれ、データの「並べ替え」や「一括コピー」ができなくなるExcelの天敵なんです！

いかがでしたでしょうか？
「見やすさ」だけでなく「データの扱いやすさ」を両立させたExcel術です。

さんま（３枚おろし） 4枚
大根 200g
〇しょうゆ 大1
〇酒 大1
〇生姜チューブ 1㎝
片栗粉 適量
サラダ油 大4
ポン酢 お好みで

① さんまは１枚を４等分する。
② ポリ袋に〇とさんまを入れて15分お

く。大根はすりおろす。
③ さんまの水分をキッチンペーパーでふ

きとり、片栗粉を軽くはたく。
④ フライパンにサラダ油を入れ、中火で

さんまを両面カリッと焼く。
⑤ 更に④を盛り付け、水気を絞った大根

おろしをのせ、好みでポン酢をかける。

【作り方】

引用元：https://tokubai.co.jp/news/recipes

季節の変わり目には、知らず知らずのうちに
疲労が重なり免疫力が低下しがちです。そん
な時こそ栄養素がたっぷりな
サンマを食べて、元気に秋を過ごしましょう

設定は簡単３ステップ

そこで、今回は「選択範囲内で中央」にする、神機能をお知らせ致します！
この機能は、見た目は 中央揃えですが、セルの枠組みを壊していないので
Excel本来の便利な計算・編集機能を邪魔しません！

範囲を選ぶ1

中央に揃えたい複数のセルをドラッグして選択します

2 画面を開く

キーボードのCtrl+1（または右クリック＞「セルの書式設定」）を押します

3 変更する

「配置」タブを開き、横位置メニューから「選択範囲内で中央」を選んでOK！

「セルの結合」を卒業するだけで、データ入力のエラーやストレスは
一気に解消されます。次の資料作りで、ぜひ試してみてください！

カレンダーも残すところあと2枚となり、少しづつ年末の足音が聞こえてきま
した。何かと忙しくなる時期ではありますが、読書をしたり美味しいものを
食べたりして、心と身体が喜ぶ時間を設けてみるものいいかもしれません。
これから どんどん寒くなっていきます。
お体には十分にお気を付けてお過ごしください。

さて、近年 サプライチェーンを通じたセキュリティインシデント（企業や組織が保有す
る情報資産の漏洩や消失といった情報セキュリティ上の事故）が多発しています。
そんな中、経済産業省及び内閣官房国家サイバー統括室が主管しIPAが運営を担う制度

≪SCS評価制度≫が制定されました。

スケジュール（予定）

2026年秋ごろ

制度・評価基準の公表

準備必須！

2027年1月～3月

申 請 受 付 開 始

2027年3月以降

制度施行・
取引条件化が本格化

まだ、明確な運用スケジュールは確定していませんが、2027年３月 ごろの運用開始が
予定されているようです。

この制度により、取引先のセキュリティ対策状況が
今後の取引条件になる時代が来ることが予想されます

≪SCS評価制度≫とは

企業のセキュリティ対策状況を★３～★５で可視化する仕組みが導入されており、
企業ごとに基準がばらついていたセキュリティ対策を、発注者・受注者間で
「共通の判断基準」により確認しあうことができる任意の制度です。
業種や企業規模を問わず、サプライチェーンを構成する幅広い事業者が対象となり得ます。

SCS評価制度では、特定のセキュリティ製品の導入自体が求められているわけではなく、
あくまでも任意の制度となるため、法的強制力はありません。

まず大切なのは、要求事項や評価基準を照らし合わせて自社の対策状況を整理し、
どこに不足があるかを把握する事です。

現状を把握したうえで、「何を」「どの順番で」整備すべきかを調整し、
できるだけ最短ルートで要求事項・評価基準を満たす基盤を構築できるよう
私たちがお手伝い致します！

「制度に向けて、何したらいいの？」
漠然としたお悩みでも構いません。まずはお気軽にご相談下さい！！
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